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Robot technology is very useful for learning task at the engineering education in the field of 
electronics and mechatronics, because it is consolidation of various engineering factors. Moreover, 
encouraging and maintaining the motivation for learning is important in engineering education. Thus, 
in a production subject at universities and high schools, robot contests are often employed for aiming 
to motivate students and to encourage intelligibility of technology and knowledge.  
In this research, we aim at developing the educational tool for fabrication method of robots 
attending competition “Micromouse” which is the earliest and famous robot contest in japan. 



























































































































図 1 物理的にモジュール化された回路 
図 2 ジャンパ配線を廃した回路 

















































図 4 製作マニュアル 
図 5 マイクロマウス・クラシック競技 
図 6 マイクロマウス（ハーフサイズ）競技 
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であり，そこから先のステップアップは学習者自身が興
味・関心を持って学ぶことを期待しているためである．実












ークルからくり工房 8 名）の合計 25 名（高校 1 年：5 名，
高校 2 年：5 名，高校 3 年：6 名，大学 1 年：4 名，大学 2

























技台（4×4 区画）は 45[cm]四方と小さく，調整を行う PC
と同じ机の上に置くことができるため，調整時の手軽さが
大きく影響していると見受けられた．
図 7 同じ回路を用いた２種類のロボット 
クラシック競技用：左 ハーフサイズ競技用：右
図 8 迷路サイズの比較 
図 9 高校での授業風景 







ために図 12 の簡単な迷路課題（8×8 区画）で行われ，予
選走行タイムの上位 30 台程度が決勝に進出することがで
きる．2015 年大会のエントリー総数は 97 台であり，本教





決勝は図 13 の迷路課題で実施され，進出した 3 台はそ









数は 32 台であり，本教材受講生は 18 台中 16 台が完走し，
4～19 位に並んだ．本教材を用いて出場しているため，同
じ性能のロボットがまとまっているように見えるが，実際





















図 11 調整用競技台（左：クラシック 右：ハー
フサイズ）
図 12 クラシック競技フレッシュマンクラス 
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